














































































志願する者たちが多く現れた。元々、佐賀県内は農村地帯が多く、日露戦争による反動不況 影響もあり 農村 暮らしは貧
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のである。出征将校たちと民衆たちとの間には、大きな感情の開きが存在していたことが理解できよう。それは民衆たちが村や家族という単位で、兵士の出征というものに地域社会の発展と社会的地位の向上を期待していたからに他ならない。幹部の道を約束された将校たちと 社会的上昇を目論む兵士とその民衆たち の間には、大きな精神的差異 あったことがここから見て取れるのである。第二章 　前線における兵士たちの心理行動
　第一次世界大戦は、機関銃を組織的に使用する戦法が主流で











































































心がいっぱいになっていた。また、こうやって兵士たちが自分との別れを惜しんでくれることは、若輩者の見習士官であった佐々木にとって、非常に感極まる出来事であった。初めて小隊長として兵士たちの指揮を取ったにもかかわらず、経験も未熟な自分を慕ってくれることは、佐々木に自信をもたらすと共に、反省をも促 た。部下たちとの別れは同時 、この戦役 中で若さゆえに行ってしまった自身の感情的な行動を振り返る契機を佐々木に与えてくれたのであった。
　凱旋部隊を見送った同日、第二大隊もまた、青島停車場より





り、青島陥落以前と比べて時間にゆ りが持て よう 。兵士たちは任務の合間に、手紙 書くために将校に字を習うどして、個々に有意義な生活 送るようになっていく。しかし一方で、戦闘中の劣悪な塹壕生活とは打って変わったような快適さを得たことにより、兵士たちの軍隊生活に対する考えに変化が生じていく。
　占領地の守備のために青島に駐留し続けているものの、将校・



























発覚当日は亭口集に赴いており を留守に ていたが、同月二五日の朝、小隊に帰官したところを、佐々木に呼び止められた。その時の佐々木の鎌田に対す 怒りは相当なものであった。そのことに関して 佐々木は日記の中で次のように記 る。
　怒リニ満タサレタル予ハ斯ル腐腹漢ノ訓戒モテ救済スル
能ハサルヲ知ル。故ニ最初ヨリ殴打ノ威力ヲ借ルノ止ムナキヲ敢テス。殴打シ見レハ稍白痴ナリ。然シ今日此ノ頃ノ如ク精神訓戒ヲ重ス モ尚斯クノ如キ醜漢出テタルニハホトヽヽ呆レ返ラサルヲ得サリキ。然モ此ノ度ヲ以テ第三回目ト云フニ至リテハ言語同断 実 愚者ノ骨無シ男ホド恐ロシキ奴ハナシ。
　前二回ハイチレモ予ガ高密ニ赴キシ留守中ヲ窺イテ是レ













キ呆キレタリ。其ハ中隊ノ一大面目ヲ失墜セシメタル一大事件ナリ。衛兵、不寝番、及二、 三ノ悪兵等大隊糧秣中ヨリシャンペン酒十本、果物缶詰 慰問袋等 ボシキ品物ノ梱包ヲ打チ破リ盗ミ出セリト云フ。一事ニシテ其ノ未ダ不明ナルモノ多ク而モ是ハ大隊長殿ノ私物 品物大部 占ムルニアリ。洩レ聞クニ前回ニモ斯クノ如キコトアリ。大隊ヨリ取調ベニ就キ中隊ニ命令シ来 シヲ中隊長ハ例ノ一撤怒リテ中隊ニ限リテ断セ 然ル事ナシト上ニ対シテ一喝的返答ヲナセルナリト。而モ其ノ言ノ終ラサル 此ノ醜態暴露中隊長殿ノ心配察ス ニ余リア 。嗚呼度スヘカラサルハ兵卒ナリ。然モ是レ勤務者 大部 所業ナリト聞 ニ及ン




糧秣に保管してある食料物資を盗み出して飲食していたという事件が発覚し、第八中隊本部は混乱に陥っていた。しかも、盗んだものの中に押川第二大隊長の私物の多くが含まれていたということが判明し、三善第八中隊長 慌てふためいた。三善中隊長は、押川大隊長 知られたくない一心で、この事件を隠蔽しようと画策する。丁度その時、 に立ち寄った佐々木は、三善中隊長から盗まれた物資を至急買 足してくるよう依頼され、後始末の一端を担うこととなっ
（
27）。佐々木自身も、







査が行われた きのことである。この調査により、複数の一等卒が特定の二等卒に対して恐喝行為をはたらいていたことが発覚する。責任者の佐々木にとっては、寝耳に水の話 あった。この事件は、一等卒数名が松尾という二等卒から、頻繁に金銭を巻き上げていたと うものである。 かもその主犯は、以前飲酒事件を起こした中山であった。中山は、以前の身勝手な行動を反省するどころか、佐々木の知らぬ間に更な 悪行を働いていた。自分より立場の弱い二等卒を複数人で脅して金銭を奪うという事件内容の悪質さに は愕然 する。佐々木は発覚直後には激怒したものの、小隊 責任者 しての任務を果たすべく、怒り 押し殺しながら中山にそ 事情を聴取することにした。すると中山は「松尾ガ我ヲ信用シテ金ヲ云フ故ニ預ケシト彼ニハ入用毎ニ若干宛ヲ勝手ニ取ラシメ与ヘ彼ニ控ヘシメタリ。モハヤ二、 三十銭位ハ残ル居ルナ ン」と、反省の色も見せずに平然と答えたのである
（
28）。中山の開き直った態度に、
佐々木は強い憤りを感じつつも、冷静に対処するよう自分に言い聞かせ、次 被害者である松尾 詳細を問いただすこと した。そして、松尾の話 よって 佐々木はこの事件 真相を知ることになる。
　松尾ヲシテ余儀ナク預ケシメシ金ハ三円ニシテ井上上等
兵見兼ネテ松尾ニ取リ返シ残リ一円ハ愈々有耶無耶裡ニ葬




















将校である自分 見下 、 「己ガ言ハ小隊長ヲ動カス」とまで言い切る中山を、佐々木はただ見て見ぬふりをするしかなかった。自分よりも年配であり、且つ兵士たちにも恐れられた存在である中山に対し、佐々木は畏縮していく。たとえ、自分の階級が上であろうとも、 が兵士 複数束ねて反抗すれば、佐々木は一溜まりもないであろう。このような軍隊内での乱れ 階級序列は、兵士たちが若輩の上官を軽んじていく要因 繋がっていくのであ 。
第五章 　軍隊秩序の弛緩
　兵士たちの醜態が目立つ中、三月一日に「上等兵ノ進級者姓



























ところ、反省の様子も見せずに壁に寄りかかる有様である。三人は完全に佐々木を舐めきっていた。事件の当事者の一人である加藤仙蔵は 態度を るどころか、演習中であっても「教練ニモ出デザルノミナラズ下給品タル酒ヲ上等兵モ居ザルニ喰イ居ル」有様であった。佐々木は加藤の職務怠慢に対し、「不謹慎言語ニ絶セシカハ教練后呼ビ寄セモハヤ訓戒ノ救フ能サルヲシ ヲ以テ暴力ヲ振ツテ懲戒セサルへカラサルニ至リシハ返スヽヽ遺憾ニ堪エス」 の感想を漏らしている。佐々木が敢えて殴打制裁を行わず、出来るだけ口頭で注意 促すように努めている様子が窺い知れ 。佐々木の本心では「醜類大馬鹿者共ハ予ニ痛キ目ニ会ハサルヽ如ク 仕向ケタリ。彼等ハ殴打ニヨリテ始メテ効力アリ」と考えており、殴打制裁を是認している
（
38）。しかし、暴力に訴えるのではなく、対話によって関係
























と軍隊の実情は、おそらく怠惰なものとして彼の目には映ったであろう。佐々木は二一歳という年齢で、戦争の現実を目の当たりにし、軍隊の惰性的体質がもたらす弊害に翻弄された。彼がその後、満州事変期に国家改造運動に邁進していく思想的背景には、この戦争によって経験したことが反映しているのではないだろうか。陸軍が唱える精神主義と実情とのギャップ、軍紀の頽廃、そして兵士による将校への反抗など、軍隊が抱えているさまざま問題を自ら体験したことで 彼は日本陸軍の進む先が決して平坦で ないこ を悟ったのかもしれな 。
　本稿では、日独青島戦争を事例として取り上げ、軍隊を構成
する将校・兵士たちに着眼 その内情を明ら に ていっ 。そして、その内情は、一般的にイメージされている軍隊像 はかけ離れた、実に人間らしいものであった。将校・兵士たち 、戦地であるにもかかわらず利己的な行動を取り 慣れてしまえば戦争の緊張感を忘れてしまう。とくに、兵士たちは「天皇軍隊」という意識とは無関係に、兵役を自身の社会的飛躍 手段として捉えていた。将校と兵士の最も異なる点はここであろう。
　一方、我が強い兵士たちに対して、青年将校たちは注意する

















」 （ 『年報日本現代史 　歴史としての日本国憲法』第一一号、
二〇〇六年）などがある。
（２）佐賀歩兵第五五連隊は一九〇五（明治三八）年、日露戦争での兵力増加
を目的として編制された連隊であり、宇都宮第一四師団歩兵第五五連隊を基礎としている。日露戦争の戦後守備を務めた後、第五五連隊は一九〇七（明治四 ）年における二師団増設によって、第一四師団から久留米第一八師団へ 編入されることとなった 衛戍地は佐賀県佐賀市。壮丁徴集区域は佐賀県全域および長崎県 一部と定められ 。第五五連隊の佐賀市衛戍は、日露戦争後の反動不況から脱出すべく、佐賀商業会議所を中心に連隊誘致運動を行った結果、実現し 。
（３）西洋列強による帝国主義化が進む最中、一八八二年、フランスを孤立さ








































る。それに伴い、中小隊名も変更され、それぞれ第八中隊は独立第四中隊、第三小隊は独立第三 へと った。しかし、本稿では 名の混同を避けるため、母体である第五五連隊での呼称を引き続き使用することにした。
（
19）前掲「佐々木清日記」同年一二月二日付。
（
20） 「大正四年三月第三旬状況報告」 、防衛省防衛研究所所蔵『欧受大日記』
一九一五（大正四）年七月下所収。
（
21）前掲「佐々木清日記」同年一二月一〇日付。
（
22）同前、一九一五（大正四）年一月一日付。
（
23）同前、同年 月六日付。
（
24）同前、同年一月二四日付。
（
25）同前、同年一月二五日付。
（
26）同前、同年一月二六日付。
（
27）軍隊内での不祥事事件は そのほとんどがもみ消されてしまうため、事
件の隠蔽する様子を知るうえで、非常に意義のある記述であるといえる。
（
28）前掲「佐々木清日記」 三 一
（
29）同前。
（
30）同前、同年三月一一日付。
（
31）同前。
（
32）同前。
（
33）同前、同年三月一日付。兵士が進級する際には、直属上官の意が強く反
映していたことを示している。
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（34）同前、同年三月二日付。
（
35）同前。
（
36）同前、同年三月三日付。
（
37）同前、同年三月二日付。
（
38）同前、同年三月八日付。
（
39）同前、同年三月二三日付。
（
40）同前、同年三月二四日付
（はやし 　みわ・日本近代史）
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